
鉄と硫黄　標準問題　解説
中学2年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（硫化鉄）

鉄と硫黄が結びついて、硫化鉄ができます（鉄＋硫黄→硫化鉄）。

よくあるまちがい：2種類以上の物質が結びついてできた物質＝化合物。

問2　答え：イ（Aだけ）

Aには鉄がそのまま残っているので磁石につきます。Bは硫化鉄になり、鉄の性質を失っています。

よくあるまちがい：化学変化で別の物質になると、性質も変わる。

問3　答え：ア（卵がくさったようなにおいの気体（硫化水素））

硫化鉄にうすい塩酸を加えると、卵がくさったようなにおいの硫化水素が発生します（有毒なので、にお

いは手であおいでかぐ）。

よくあるまちがい：A（鉄）＋塩酸→水素、B（硫化鉄）＋塩酸→硫化水素。

問4　答え：8g

考え方

1. 14÷7＝2倍

2. 硫黄：4.0×2＝8g

よくあるまちがい：反応する質量の比（鉄：硫黄＝7：4）を使う。

問5　答え：11g

考え方

1. 硫黄がすべて反応する（もう一方は余る）

2. 硫化鉄：11×4÷4＝11g

よくあるまちがい：鉄と硫黄の質量をそのまま足さない。足りない方で、できる量が決まる。

問6　答え：3g

考え方

1. 硫黄4gと反応する鉄：7×4÷4＝7g

2. 残った鉄：10−7＝3g

よくあるまちがい：残った鉄の部分は、磁石につき、塩酸で水素を出す。

問7　答え：ウ（反応で熱が出て、その熱で次の部分が反応するから）

鉄と硫黄の反応は熱を出す反応（発熱反応）なので、出た熱で次々と反応が進みます。

よくあるまちがい：加熱をやめても進む＝反応で熱が出ている。



問8　答え：下の例

混合物は、鉄と硫黄がそれぞれの性質を保ったまま混ざっているだけなので、鉄の性質で磁石に引きつけ

られる。硫化鉄は、鉄と硫黄が結びついてできた別の物質（化合物）で、鉄の性質を失っているので磁石

に引きつけられない。

採点のポイント：混合物は性質を保ったまま混ざっている（磁石につく）／硫化鉄は別の物質（化合物）

になり、磁石につかない

よくあるまちがい：混合物と化合物の決定的なちがいは「別の物質になったかどうか」。
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